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グローバル人材の育成をサポートする公的制度

公益財団法人アジア人材基金　　http://fukui-asianfund.jp/

　県内企業に勤務する社会人などの語学力向上や、アジア地域を中心とするグロー
バル経済分野の知識の習得等に関する事業を行っています（2013 年スタート）。社
会人向けの主な支援内容は以下のとおり。詳しくはＨＰをご覧ください。

①海外への長期留学・研修への奨学金貸与
6 か月以上のアジア圏への留学や、特定のインターンシップ制度への参加につい
て、渡航費等（10万円）、滞在費等（5万円／月）、研修費用（12万円）を助成

②海外ビジネスに関する教育・情報提供への支援
海外ビジネス講座、ビジネス外国語講座の受講料の半額を助成（上限１万５千円）

③外国人留学生への支援
県内企業への就職支援（就職給付金５万円を助成）
日本語能力診断試験の受験支援（受講料３千円を助成）

中小企業産業大学校（（公財）ふくい産業支援センター 人材育成部）　http://www.fisc.jp/fiib/

　各種集合研修（経営管理、工業技術のコース）や、個別企業のニーズに対応したオー
ダーメイド研修を開催しています。グローバル人材に関する研修は今年度終了しま
したが、来年度も実施する予定です。カリキュラムが決まり次第、ＨＰでお知らせ
します。
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アジア圏のEC市場は急速に拡大しており、ネットショップはアジア市場で販路を拡大する重要なツールであるとい
えます。参入形態としては、①海外向けショッピングモールに出店、②自社サイト立ち上げ、③現地EC事業者によ
る販売代行、がありますが、まずは、①モール出店から始めることが効果的です。
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アジア市場開拓のための
③ポイント便利帳

海外展開をこれから考える企業や、
まだ考えていない企業に向けてメッセージをいただきました。

コラム ネットでアジア市場へ売り込め

●海外向けに商品を販売するモールの一例
楽天市場
香港、アメリカ、中国、台湾など、既に世界 210 の国と
地域で利用されている。商品説明は 5カ国語に自動翻訳。

Yahoo! ショッピングストア
アジア最大の EC取引グループ「アリババ」とYahooが提
携しており、Yahooショッピング店舗商品を自動翻訳し、ア
リババが運営するECサイト「淘宝網（タオバオワン）」内の
「淘日本」にて商品出品が可能。物流支援も提供。

Buy-J.com
中国本土向けショッピングモール。「配送」「翻訳」「顧客
サポート業務」を代行。

●決済
国内向け ECの場合と同様、ネット上で決済サービスを提

供する決済代行業者と契約し、決済手段を用意することが
一般的。なお、モールの場合、サービスの一環として決済
代行業者としてのサービスを提供または斡旋している場合

が多い。

●売れ筋の特徴
海外での入手が難しい日本の生活雑貨、ファッション、キッ
ズ用品、ベビーグッズ、地方名産品など

●成功している企業の売り込み術
○ 動画で商品を説明し、品質の良さをＰＲ。
○ 利用法や日本の文化を紹介。例えば、ストラップを販売
するにあたり、「日本では携帯電話にアクセサリーをつけ
る」という文化があることを動画で説明し、興味を引く。

○ SNSとの併用でプロモーションを強化。ただし、中国は、
Facebookではなく「人人網」が高いシェアを占めている。

アジアで販路を拡大するには

30年くらい先は海外取引しなければ生き残れないという状況に
なっているかもしれません。だから、今すぐに海外展開する必
要性はなくとも、今のうちに海外に関心を向ける必要はあると思
います。30年先の海外展開と考えると、30年後の経営幹部がリー
ダーシップを発揮していなければならない。つまり、今の若手・
新入社員をグローバル人材に育て上げる長期プランを策定して
おくのが理想です。教育は時間をかけてじっくりと取り組むのが
効果的。今から十分に間に合います。頑張ってください。

ケンパー・マティアス 氏
ドイツ南部バイエルン州出身。2002年に来日後、富士通(株)
の多国籍チームに所属、立教大学大学院を卒業。2007年
にＩＣ異文化コーチング(株)を設立（現・代表取締役）。現在、
日本で唯一のドイツ人認定コーチ＆異文化コミュニケーショ
ントレーナーとして活躍するほか、アジアや欧米各国で、人
材育成、企業研修、国際ビジネスサポート等の事業を展開中。


